
■１，近況・経過報告 ■ 

 

昨年 11月 26 日に吉岡宏高前理事長

が他界し、早いもので半年以上が経過

しました。本年 1 月に執り行いました

「偲ぶ会」におきまして、多くの会員

の皆様にもご列席賜りましたこと、心

より感謝申し上げます。 

当 NPO としても、昨年 12 月 18 日

の臨時理事会にて新体制が整い、それ

ぞれに個々の得意を持ち寄りながら

日々の運営を進めています。とはいえ、

吉岡前理事長の抜けた穴はあまりにも

大きく、改めて故人の偉大さを痛感し

ていますが、おかげさまで多くの皆様

のお力添えをいただきながら、何とか

運営も軌道にのりつつあります。 

夕張市石炭博物館の指定管理も今春

から 5 年間の契約を更新することがで

き、まだまだ微速前進ではありますが、

一同努力していく所存です。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

この間の主な経過としては次の通り

となります。 

 

1月 16日 偲ぶ会（下画） 

2月 11日 理事会 

2月 25日 総会 

3月 19日 炭鉄港検定 

4月２２日 夕張市石炭博物館開館 

5月 3～5 奔別炭鉱敷地公開 

＊運営委員会等は随時開催 

随時：石蔵展示開催 

 

■２，会費納入再開について ■ 

 

会員の皆様には事前に一度ご連

絡させていただいておりましたが、

運営会員並びに一般会員の皆様に

対する会費納入のご案内を発送で

きておりませんでした。事情とし 

ては金融機関の名義変更手続きの 

厳格化でありまして、まだ雪深い時

期に申請手続きを行い、その手続き

がこの度、完全に完了したことによ

り、やっと「情報」とともに会費納

入のご案内を発送できることとな

りました。会員の皆様におかれまし

ては、2022 年度と 2023 年度の 2 年

分の請求となってしまう方もおら

れます。誠に申し訳ありませんが、

特殊な事情を鑑み、何卒ご容赦いた

だければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３，会員特典強化について■ 

 

今年度からは、会員になっていただ

いている皆様に対し、特典を強化して

いきたいと考えています。当 NPO が

主催する行事へのお得な会員価格での

参加等々、様々にお得感を出していき

たいと考えているところですが、今後

の目玉の一つは、会員でなければ見る

ことのできない貴重な過去動画なども

専用ページから簡単に見られるように

する予定です。どうぞ楽しみにしてい

てください。 

 

■４，今後の主な予定 ■ 
 

①岩見沢の鉄道と炭鉱の歴史パネル展

を 7 月 5 日（水）からイオン岩見沢店

において開催！これは 11 月初旬まで

続きます。詳細は当 NPO のブログを

ご覧ください。スタッフ常駐日や、ギャ

ラリートークの日程も準備しています

ので是非日程もチェックしてください。 

 

② 故吉岡前理事長の形見分け 

７月２６日（水）からは石蔵にて北海道

遺産フォトコンテスト入賞作品の展示

が始まります。そしてこの日から石蔵 2

階にて、故吉岡前理事長の自宅にあっ

た大量の蔵書の一部、約800冊を寄贈

いただきましたので、会員の皆様に形

見分けをさせていただく予定です。どれ

も貴重な書籍ゆえ、一般会員は 3 冊程

度、運営会員並びに賛助会員は 5 冊程

度を上限にお譲りしたいと思います。 
 

③炭鉱の灯り開催します！ 

故吉岡前理事長が良く口にしていた

「炭鉱の灯り」の開催意義は、炭鉱に関

係しお亡くなりになられた方々に対す

る鎮魂。よって「一人でも一つでも続け

る」という言葉を私達も引き継ぎます。

今年は吉岡前理事長の初盆でもあり、

ぜひ皆さんで偲べたらと考えています。

７月２９日（土）１７時ご

ろから作業を開始し、

キャンドルは１８時３０

分頃から点灯予定。場

所は三笠市のクロフ

ォード公園です。 

（右：昨年の様子） 
 

④ぷらぷらまち歩き唐

松新幌内を、炭鉱の灯

りと同日の７月２９

日（土）14 時に唐松駅

集合で開催予定です。

お楽しみに。 
 

⑤ 奔別炭鉱敷地開放 

ゴールデンウイーク

に実施した敷地開放

＆ガイドは過去最高

の来場者に恵まれ、い

よいよ炭鉄港が市民

権を得てきたと感じています。そして

８月には５日（土）、６日（日）、13 日

（日）、14 日（月）、15 日（火）に敷地

開放＆ガイドを行う予定です。ぜひご

参加ください。 
 

⑥「みんなで万字ズリ山ぷらぷら」  

山の日を炭鉱（ヤマ）の日に？？8 月 11

日（金・祝）せっかくなので実施予定。

ズリ山だけでなく過去の賑わいを想像

できる遺構等も見学可能です。まだ登

ったことの無い方はぜひお気軽にご参

加を！ただし、熱中症対策は万全に♪ 
 

⑦ぷらぷらまち歩きシリーズは秋頃か

ら行う予定です。今年は新型コロナウ

イルス感染症の分類が 5 類へと引き下

げられたことにより本格的に復活予定

です。ぜひ会員の皆様のお力もお借

りしながら、新しいルートも開拓して

いきたいと考えています。後日ご案内

させていただきますので、ぜひご参加

ください。 
 

⑧他にも今後の予定は目白押し! 

上記情報を含め、随時 web サイトやメ

ール等で情報を発信させていただきま

す。時折チェックしてみてください。 

 

■５，夕張市石炭博物館 ■ 

 

前述の通り、おかげさまで引き続き

夕張市から指定管理者を受託すること

ができました。今後 5 年間の契約期間、

益々地域にとってなくてはならない博

物館として、その価値を高められるよ

う石川新館長をはじめスタッフ一同努

力していきます。 

さて、毎年、1 階 BAN HALL にて行

われる特別企画展ですが、今年は「炭鉄

港リ・スタート」と題し、管内の関連遺構

を一堂に紹介する内容になっています。

空知、小樽、室蘭を巡る前にこの展示を

見れば、より理解と関心が深まる設定

になっています。 

ぜひ足を運んでいただければ嬉しく存

じます。また、皆さん大いに気になって

いると思われます模擬坑道の再開に向

けた工事が鋭意進行中です。残念なが

ら、まだ再開に向けたスケジュールは

明確にはなっていませんが、再開後の

準備を着実に進めていきたいと思って

います。 
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【会費お支払いについて】 

会費納入用の払込票を同封して

おりますのでご利用ください。

また、マネジメントセンターで直

接お支払いいただくことも可能

です。 

《吉岡宏高さんを偲ぶ会の様子》 



 

 

 

《報告 202２》 

◆出版事業 

×学校・教員に対する啓発のため授業

資料を発刊予定だったができず／○リ

ーフレット「炭鉄港」作成→炭鉄港を

簡潔に広く配布すべく発刊 

◆炭鉱遺産事業 

○2 年間実施していなかった「ぷらぷ

らまち歩き」を実施、有料・定員・予約

制：全 12 回、延べ人数 225 名参加 

○奔別炭鉱敷地公開：5/3 から 5/4 全

3 回、延べ 309 名参加、7/30 から 8/14 

全 5 回、延べ 412 名参加／○3 月、炭

鉄港検定実施 岩見沢会場 40 名、室蘭

会場 17 名／○7 月「炭鉱の灯り」を奔

別炭鉱敷地で開催／○7 月《炭鉄港》日

本遺産との連動による小樽・室蘭との

広域連携の強化／1 月、小樽日本遺産

プロデューサー育成講座／4 月、室蘭

市民大学／5 月、旧室蘭駅舎内で齋藤

靖則模型展／10 月、下関での日本遺産

サミットで講演／11 月、室蘭炭鉄港フ

ォーラム講演／他、さまざまな場所で

の講演、授業の依頼が相次ぐ 

◆学術支援事業 

○歴史的経緯を踏まえた鹿児島との交

流事業～吉岡前理事長が（株）島津興

業の顧問として北海道～鹿児島を月例

往復していた体制下で、鹿児島の炭鉄

港関係者視察受け入れなどに対応し、

連携強化を進めた。／○地域シンクタ

ンクとしての展開、模擬坑道再建への

策定、支援など地域シンクタンクとし

ての機能を発揮中。 

◆市民団体連携事業 

○《炭鉄港》や、シーニックバイウェ

イ展開などを通じた他管内の機関・団

体との連携；J R 団体臨時列車、各地で

の講演、小中学校の授業など様々な場

所での依頼が相次ぐ／2 月、北海道女

性協会炭鉄港講演／5 月、東京都郁文

館高校講演、駅周辺ガイド／6 月、江別

蒼樹大学講演／7 月、砂川サービスエ

リアで書籍や商品を販売するブース出

店／7 月、空知鉄道の延伸記念式典に

参加／9 月、岩見沢市東光中学校で講

話・室蘭本線 130 周年記念列車（旭川

-室蘭）での車内解説／10 月、奈井江中

学校ツアーガイドと講演・岩見沢東高

校同期会バスツアーガイド／10 月、開

発局シューパロダム検討会参加／11

月、スティ美唄で講話／他、多数実施。

／○国内外の関係者・団体への対応、

マネジメントセンターや石炭博物館に

炭鉱や《炭鉄港》について問い合わせ

や取材など多様な対応。 

◆拠点施設事業 

○そらち炭鉱の記憶マネジメントセン

ターの質的充実：入館者 2022 年 1 月

～12 月 4,773 名（2019 年 4,998

名、2020 年 4,243 名、2021 年 2,785

名）炭鉄港フレーム切手販売、炭鉄港

カード配布、炭鉄港めしスタンプラリ

ーポイントになるなど、炭鉄港の発信

拠点として重要な位置づけとなってい

る。／○石蔵での企画：表紙に見る

「炭鉱技術」展／撮りフェス in 室蘭

2021 受賞作品展／百年前の室蘭展／

谷村研一写真展「北海道を繁栄させた

鉄道と蒸気機関車」を実施。 

◆ヘリテージツーリズム事業 

△東武トップツアーズ、炭鉄港推進協

議会と共に、炭鉱跡地ガイドツアーや

まち歩きツアーを実施。 

◆石炭博物館事業 

〇指定管理業務の着実な実施：2022 年

シーズンは、コロナ禍の終焉が見通せ

ず、夕張リゾート破綻による影響も解

消されない中ではありましたが、2020

年、2021 年に発出された緊急事態宣言

による休館はなく、シーズンを通した

開館ができ観光客の動きも復活の兆し

が見えてきました。入館者数は 17,196

人（うち有料 16,157 人）。１階無料展

示だけで帰る無入館を含めた来館者数

は 18,881 人。目標を 46.8％上回るこ

とができました。2020 年から継続して

いる各種の環境整備の取り組みや、理

事（大橋・石川・酒井・熊谷・平野）に

よる交替助勤体制が定着し、指定管理

業務の着実な実施体制を継続。また、9

月より夕張市の地域おこし協力隊員 1

名の派遣を受け、博物館スタッフとし

ての教育訓練を実施。／〇博物館の質

的充実に向けた展開：特別企画展「炭

鉱の夕張」の高度利用（常設展や夕張

市内との関連性誘導）、来館者満足度を

最も高めているドラムカッター実演運

転の解説員の多様化、収蔵庫の史料活

用（展示・貸出）など、質的充実に向け

た取り組みを継続できた。その他、各

種団体等の催事への参加・協力を通じ

て、博物館及び夕張の広報・PR に取り

組みました。〈「夕張メロンラン」／「北

海道はゴールデンカムイを応援してい

ます」ARスタンプラリー参加／公社日

本 JC「南空知まちあそび人生ゲーム」

チェックスポット施設使用提供／炭鉄

港めしスタンプラリー／2022 南そら

ち秋のスタンプラリー、他〉 

◆会務 

×会員サービスの充

実：交流会等を模索す

るもコロナ禍で実施

できず／×企業賛助

会員の拡大：成果を出

す事ができませんで

した／△会員数：

2022 年 12 月末 総

数＝343 名（2021 年

末 344 名）／運営会員

＝53 名（同 51 名）、

一般会員＝266 名（同

269 名）、賛助会員＝

24 社（同 24 社） 

 

 

 

 

 
 
《計画 2023》 
 
◆出版事業 

例年であれば「ブック

レットの発刊」、「関連

資料の制作・公開」となるが、今季は

NPO が主体となって行うことは難し

いと考えていることから、何らかの要

請等に対する協力を実施／出版事業に

値するものとして新規事業として動画

配信事業を強化 
 

◆動画配信（新規） 

１月より前年度ぷらぷらまち歩き

2022 の振り返り配信、及び炭鉄港の価

値向上に関するユーチューブ動画配信

を開始 
 

◆炭鉱遺産事業 

コロナ対応の変化に応じたぷらぷらま

ち歩きの実施／奔別立坑周辺の利活用

に向けた取り組み／各種活動団体等と

の連携強化（新規） 
 

◆学術支援事業 

歴史的経緯を踏まえた鹿児島との交流

継続に向けた取り組み／地域シンクタ

ンクとしての展開／教育機関との連携 
 

◆市民団体連携事業 

《炭鉄港》などを通じた他管内の機関・

団体との連携／国内外の関係者・団体

への対応 
 

◆拠点活動事業 

そらち炭鉱の記憶マネジメントセンタ

ーの質的充実と認知度向上／会員によ

る運営支援の試行 
 

◆ヘリテージツーリズム事業 

例年であれば「誘客多角化事業」、「鹿

児島との相互交流事業」の実施を計画

するところであるが、今季は積極的な

運営主体ではなく、必要に応じた協力

を実施 
 

◆石炭博物館事業 

指定管理業務の受託更新に向けた取り

組み／博物館の体制強化／博物館の質

的充実に向けた展開／模擬坑道再建に

向けた支援及び再開準備 
 

◆会務 

会員サービスの実施／企業賛助会員の

拡大／新たな経営戦略と運営体制検討 

 

 

 

 

■財務諸表■ 

《左》2022年 12月 31日の財務状況 

《上》活動計算書の’22決算・‘23予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《人事等報告》 

役員改選において、理事及び監事

は全員留任となりました。よって

総会終了後に理事会を開催し、理

事長の選任及び、副理事長等の任

命が行われました。その際、故吉岡

前理事長を失った大きな穴を補う

べく、顧問を委嘱することを検討。

これまでも多大なご尽力を賜って

きた札幌学院大学名誉教授の太田

清澄様にシンクタンク機能を主と

したお力添えを、そして薩摩との

関係をより強固にすべく、株式会

社島津興業 代表取締役社長であ

る島津忠裕様のご両名に顧問とし

て就任いただくことが出来ました

ことをご報告いたします。 

 

 

 

 

■６，総会報告 ■ 

2023.2.25開催 

このように総会で議決されました。 

活動情報はホームページや SNS、YouTubeでも発信しています。ぜひご覧い

ただければ幸いです。どうぞ今後とも宜しくお願い申し上げます。 


